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はじめに
2016 年に開業したバスタ新宿（正式名称：新宿南口交

通ターミナル）は新宿駅南口の甲州街道（国道 20 号）南

側部分に建設された人工地盤上に駅施設や歩行者広場、

タクシーの乗降場、高速路線バス関連施設を立体的に配置

している。都心部の高密度発着便をさばくために４階は乗

車、３階は降車に使用することを基本としているが、到着

便が輻輳する時間帯は４階に到着便を誘導し降車を行う。

バス事業者（118 社）の約 1600 本／日の高速バスが発着

し、ピーク時の利用者数は約４万人／日に達する（図１）。

駅周辺に点在した高速バス乗り場を統合することで、

周辺道路の車両の流れや、利用者によるターミナルへの

アクセスが改善される一方で、我が国においては、高速

バスにおけるバスロケーションシステムの利用が進んで

いない状況がある。

� 本プロジェクトでは、高速バスに搭載された ETC2.0

車載器及び高速道路上に設置された ITS スポットを活

用し、バス事業者や一般利用者にリアルタイムで情報提

供を行うプラットフォーム「ETC2.0 高速バスロケーシ

ョンシステム」を構築し、実証実験等を通じて検討を進

めている。本プロジェクトの取り組み内容を紹介する。

我が国における
高速バスロケーションの課題

バスタ新宿に続き、東京駅、名古屋駅、三ノ宮駅とい

った都市においても、新しいバスターミナルの建設計画

が進んでいる。乗り場の統合が進む一方で、我が国の高

速バスにおいてはバスロケーションシステムの普及が進

んでおらず、利用者への運行情報の提供や、より安価な

システムによるバス事業者への運行管理情報の提供が望
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 2016 ᖺに開業しࡓバスタ新ᐟ㸦ṇᘧྡ⛠㸸新ᐟ༡ཱྀ交通ターミナル㸧は新ᐟ㥐༡ཱྀの⏥

ᕞ⾤㐨㸦ᅜ㐨 20 ྕ㸧༡ഃ㒊ศに建設されࡓேᕤᆅ┙ୖに㥐᪋設やṌ行者ᗈሙ、タࢡシーの

஌㝆ሙ、㧗㏿㊰⥺バス㛵㐃᪋設を❧యⓗに㓄⨨している。㒔ᚰ㒊の㧗ᐦᗘⓎ╔౽をさࡤくࡓ

にࡵ 4 㝵は஌㌴、3 㝵は㝆㌴に౑用することをᇶᮏとしているが、฿╔౽が㍽㍵する᫬間ᖏ

は 4 㝵に฿╔౽をㄏᑟし㝆㌴を行う。バス事業者㸦118 社㸧の⣙ 1600 ᮏ㸭᪥の㧗㏿バスが

Ⓨ╔し、ࣆーࢡ᫬の฼用者ᩘは⣙㸲୓ே/᪥に㐩する。 
㥐࿘㎶にⅬᅾしࡓ㧗㏿バス஌りሙを⤫ྜすることで、࿘㎶㐨㊰の㌴୧のὶれや、฼用者に

よるターミナル࡬のࢭࢡ࢔スがᨵၿされる୍᪉で、ᡃ がᅜにおいては、㧗㏿バスにおࡅるバ

スロケーションシステムの฼用が進ࢇでいない≧ἣがある。 
ᮏࣉロࢺࢡ࢙ࢪでは、㧗㏿バスにᦚ㍕されࡓ ETC2.0 ㌴㍕ჾཬࡧ㧗㏿㐨㊰ୖに設⨨され

ࣉムで᝟ሗᥦ౪を行う࢖ルタ࢔をά用し、バス事業者や୍⯡฼用者にࣜࢺࢵ࣏㹇㹒㹑スࡓ

ETC2.0ࠕーム࢛ࣇࢺࢵࣛ 㧗㏿バスロケーションシステムࠖをᵓ⠏し、実ド実験➼を通じて

検討を進ࡵている。ᮏࣉロࢺࢡ࢙ࢪのྲྀり⤌ࡳෆᐜを⤂௓する。 
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図１　バスタ新宿の建屋構造
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まれる。

課題１）バスロケ導入率が低い

バスタ新宿を発着する運行路線を対象に調

査を行った例では、バス事業者のうちバスロ

ケーションシステムを保有する事業者は２割

強に留まり約８割の事業者は保有していない。

運行便数に着目した場合、約半数の運行便が

バスロケーションシステムを導入していない

（図２）。

課題２）市販バスロケに互換性がない

既存のバスロケーションシステムは、バス車両に GPS

等に基づいた位置情報を提供する専用の車載器を搭載し、

位置情報を収集することが一般的である。バスロケシステ

ムの供給会社により搭載する車載器が異なるため、システ

ム間では車両の運行情報を共有することが出来ない。

課題３）市販バスロケごとに情報提供サイトが存在

上記と同じ理由により、市販のバスロケーションシス

テム毎に利用者向けの情報提供サイトやスマホアプリ等

が存在している。利用者が目的地へ向かう運行状況を確

認する際において、同じ目的地であっても、バスロケシ

ステムの系統が違えば、複数のサイトを参照しないと全

体の運行状況を把握できない状況にある。

市販のバスロケシステム（表１）

・バスロケシステムごとに専用の車載器を搭載している。

・市販バスロケに互換性が無くバス事業者間で情報共有

が行えない

・情報提供サイトがそれぞれに存在し利用者が一括して

全体の運行状況を把握できない

・「初期費用」と「月額利用料」がかかる。コストの多

寡は前述したバスロケシステムの低い導入率に繋がっ

ている可能性がある。

出典　国土交通省道路局資料
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࣭バスロケシステムࡈとにᑓ用の㌴㍕ჾをᦚ㍕している。 
࣭ᕷ㈍バスロケに஫᥮ᛶが↓くバス事業者間で᝟ሗඹ᭷が行࠼ない 
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バスロケシステムのపࡓのከᐻは๓㏙しࢺスࢥ。᭶㢠฼用ᩱࠖがかかるࠕ期㈝用ࠖとึࠕ࣭

いᑟධ⋡に⧅がっている可能ᛶがある。 
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㸱㸬 㹃㹒㹁㸰.㸮㌴㍕ჾࢆά⏝࣒ࢸࢫࢩࣥࣙࢩ࣮ࢣࣟࢫࣂࡓࡋ 

๓グしࡓㅖㄢ㢟をゎỴするࡵࡓ、㧗㏿㐨㊰ୖに設⨨されࡓ㹇㹒㹑スࢺࢵ࣏ཬࡧ㧗㏿バス

に設⨨されている ETC2.0 ㌴㍕ჾをά用しࡓ ETC2.0 㧗㏿バスロケーションシステムをᵓ

⠏し、検ドを行っている。 
 

㸦㸯㸧඲࡚ࡢ㧗㏿࡟ࢫࣂ㹃㹒㹁㸰.㸮㌴㍕ჾࡀᐇ⿦ 

㧗㏿㐨㊰の通行ᩱ㔠においてࠕከ㢖ᗘ๭ᘬ がࠖ㐺用されるࡵࡓ、バスタ新ᐟを฼用する㧗

㏿バスのࡰ࡯඲ての㌴୧が ETC2.0 ㌴㍕ჾをᦚ㍕している。㧗㏿㐨㊰ᮏ⥺ୖには඲ᅜで⣙

㸯,㸴㸮㸮⟠ᡤの㹇㹒㹑スࢺࢵ࣏が設⨨されており、ETC2.0 ㌴㍕ჾか࢔ࣜࡽルタ࢖ムに఩

⨨᝟ሗをྲྀᚓすることが可能である。ྲྀᚓしࡓ᝟ሗをࢧࢻ࢘ࣛࢡーバで㞟୰⟶⌮すること

で、ス࣐ー࢛ࣇࢺンࣜࣉ࢔やࢿ࢖ࢧー࡬ࢪຠ⋡ⓗな᝟ሗᥦ౪を行うことが可能となっࡓ。 

表１　バスロケ比較表
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バスタ新ᐟに続ࡁ、ᮾி㥐、ྡྂᒇ㥐、୕ࣀᐑ㥐といっࡓ㒔ᕷにおいても、新しいバスタ

ーミナルの建設ィ⏬が進ࢇでいる。஌りሙの⤫ྜが進୍ࡴ᪉で、ᡃ がᅜの㧗㏿バスにおいて

はバスロケーションシステムのᬑཬが進ࢇでおࡎࡽ、฼用者࡬の運行᝟ሗのᥦ౪や、よりᏳ
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ないと඲యの運行≧ἣをᢕᥱでࡁない≧ἣにある。 
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図２　バスタ新宿を利用するバス事業者におけるバスロケ導入状況
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�
ETC2.0 車載器を活用したバス
ロケーションシステム

前記した諸課題を解決するため、高速道路上に設置さ

れた ITS スポット及び高速バスに設置されている

ETC2.0 車載器を活用した ETC2.0 高速バスロケーショ

ンシステムを構築し、検証を行っている。

３－１�　全ての高速バスにETC2.0 車載器が
実装

高速道路の通行料金において「多頻度割引」が適用さ

れるため、バスタ新宿を利用する高速バスのほぼ全ての

車両が ETC2.0 車載器を搭載している。高速道路本線上

には全国で約 1,600 箇所の ITS スポットが設置されてお

� り、ETC2.0 車載器からリアルタイムに位置情報を取得

することが可能である。取得した情報をクラウドサーバ

で集中管理することで、スマートフォンアプリやサイネ

ージへ効率的な情報提供を行うことが可能となった（図

３）。

３－２　web 地図画面

共同運行便を有する複数のバス事業者間で共通して高

速バスの運行状況が把握できるシステムとして web 地

図画面を作成した。表示は ITS スポットから得られた

位置情報を基に１分周期で更新される。なお、バス停と

ITS スポット設置位置の距離的な誤差については、各区

間における VICS 所要時間を基に補正を行うことで正確

性を確保した（図４、５）。
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図３　バスタ新宿システムの概略構成
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図４　VICS 情報によるバス位置認識の補正
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３－３　配車入力画面

時刻表ダイヤグラムにおける「運行便」と、実際に走

行する「高速バス車両」を結びつける「配車入力画面」

を作成した。これにより運転手のシフト交替や車両の修

理、車検時における代替車両に対し、実際の走行車両の

情報を適切に反映することが出来る（図６）。　

３－４�　「標準的なバス標準フォーマット」
（GTFS 形式）の採用

国土交通省総合政策局が発行する「標準的なバス情報

フォーマット」に準拠して高速バスロケシステムと市販

バスロケシステムの情報交換に係るガイドラインを作成

しオープンデータ化を図った。共通フォーマットのＡＰ

Ｉで接続し、効率的にデータ収集を行うインターフェー

スを策定した（表２）。

GTFS 採用の効果

①　一般道位置情報の入手

　　既存バスロケシステムが保有する一般道における位

置情報を収集可能としたことで、高速道を降りてから

終着ターミナルまでの「ラストワンマイル」の位置情

報の把握が可能となった。

②　配車入力の二重化の回避

　　既存バスロケが保有する配車入力情報を収集可能と

することで、参加事業者が二重で配車入力を登録しな

ければいけない状況を解消した。
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㸦㸱㸧㓄㌴ධຊ⏬㠃 
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  。る௦᭰㌴୧にᑐし、実㝿の㉮行㌴୧の᝟ሗを㐺ษに཯ᫎすることがฟ᮶るࡅ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ᅗ 6 㓄㌴ධຊ⏬㠃 

図５　web 地図画面
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ᅗ 6 㓄㌴ධຊ⏬㠃 図６　配車入力画面
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㸦㸲㸧ࠕᶆ‽ⓗࢫࣂ࡞ᶆ‽ࢺࢵ࣐࣮࢛ࣇ 㸦ࠖGTFSᙧᘧ㸧ࡢ᥇⏝ 

ᅜᅵ交通┬⥲ྜᨻ⟇ᒁがⓎ行するࠕᶆ‽ⓗなバス᝟ሗ࢛ࣇーࢺࢵ࣐ にࠖ‽ᣐして㧗㏿バス

ロケシステムとᕷ㈍バスロケシステムの᝟ሗ交᥮にಀる࢖ࣛࢻ࢖࢞ンをసᡂし࢜ーࣉンデ

ータ໬をᅗっࡓ。ඹ通࢛ࣇーࢺࢵ࣐の㸿㹎㹇で᥋続し、ຠ⋡ⓗにデータ཰㞟を行う࢖ンター

 。ࡓースを⟇ᐃし࢙ࣇ
 

⾲  ⏝᥇ࡢࠖࢺࢵ࣐࣮࢛ࣇ‽ᶆࢫࣂ࡞ᶆ‽ⓗࠕ 2

 

ὀ㸧GTFS: General Transit Feed Specification。Google がᐃࡓࡵබඹ交通のᶆ‽࢛ࣇーࢺࢵ࣐。 

 
 
GTFS ᥇⏝ࡢຠᯝ 

ձ ୍⯡㐨఩⨨᝟ሗのධᡭ 
᪤Ꮡバスロケシステムがಖ᭷する୍⯡㐨におࡅる఩⨨᝟ሗを཰㞟可能としࡓことで、

㧗㏿㐨を㝆りてかࡽ⤊╔ターミナルࡲでのࣛࠕス࣡ࢺン࢖࣐ルࠖの఩⨨᝟ሗのᢕᥱが

可能となっࡓ。 
 

ղ 㓄㌴ධຊの஧㔜໬のᅇ㑊 
᪤Ꮡバスロケがಖ᭷する㓄㌴ධຊ᝟ሗを཰㞟可能とすることで、ཧຍ事業者が஧㔜で

㓄㌴ධຊをⓏ㘓しなࡅれࡤいࡅない≧ἣをゎᾘしࡓ。 
 

表２　「標準的なバス標準フォーマット」の採用
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３－５　一般利用者向けサービス

一般利用者向けの情報提供として、スマートフォンア

プリ、及びバスタ新宿で到着情報をサイネージ表示する

仕組みを構築した。

①　スマートフォンアプリ（Android ／ iphone）

　　バス事業者の系列に依らず、対象とする全ての運行

便を同じ画面から選択できるようにした。バスタ新宿

発着便の運行（遅れ）状況とバスタ新宿の到着情報を

表示（図７）。

②　到着情報サイネージ

　　バスタ新宿到着便を対象に、運行（遅れ）状況と到

着フロア情報を表示できる仕組みを構築した。インバ

ウンド需要の増加にともない、日本語表示／英語表示

の切り替えを行う（図８）。

期待される効果
本システムの導入により期待される効果について表３

に示す。今後社会実験を通じて、さらに効果検証と改善

検討を行っていく。

✓　現状バスロケを持っていないバス事業者も、低コ

ストで参加が可能

✓　バス事業者は共同運行便を運行する他社の車両を

含めて運行管理が可能

✓　利用者はバス事業者に依らず全ての便を一括して

参照可能（スマホ・サイネージ）

✓　現状「発車案内」が中心のターミナルにおいて「到

̐
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୍⯡฼用者ྥࡅの᝟ሗᥦ౪として、ス࣐ー࢛ࣇࢺンࣜࣉ࢔、ཬࡧバスタ新ᐟで฿╔᝟ሗを
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ձ ス࣐ー࢛ࣇࢺンࣜࣉ࢔㸦Android㸭iphone㸧 

バス事業者の⣔ิに౫ࡎࡽ、ᑐ㇟とする඲ての運行౽をྠじ⏬㠃かࡽ㑅ᢥでࡁるよう

にしࡓ。バスタ新ᐟⓎ╔౽の運行㸦㐜れ㸧≧ἣとバスタ新ᐟの฿╔᝟ሗを⾲♧。 
 

 

ᅗ 7 䜰䝥䝸⏬㠃౛ 
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バスタ新ᐟ฿╔౽をᑐ㇟に、運行㸦㐜れ㸧≧ἣと฿╔ࣇロ࢔᝟ሗを⾲♧でࡁる௙⤌ࡳ

をᵓ⠏し࢖。ࡓンバ࢘ンࢻ㟂要のቑຍにともない、᪥ᮏㄒ⾲♧㸭ⱥㄒ⾲♧のษり᭰࠼

を行う。 
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図７　アプリ画面例
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図８　サイネージ画面案

27



�

着案内」の提供が可能

✓　既存バスロケとの連携によりラストワンマイル

（高速道＋一般道）の対応が可能

✓　利用者はバス事業者の系統に依らず全ての便を一

括して情報が把握可能

今後の展望と課題
本稿で述べたように ETC2.0 の機能を活用することで

低コストで利便性の高い高速バスロケーションシステム

を実現できる。また、バス路線の起終点となる SA・

PA 等に到着サイネージを設置することで、高速バスの

効率的な乗換え利用を促進する等のサービス展開も考え

られる（図９）。

ETC2.0 バスロケーションシステムは、交通社会の進

展や新しいバスターミナルの建設にともない、よりよい

システムとして展開していくことが期待されている。

̑

今後の展開においては、民間の事業者により、どのよ

うに運用を継続していくかを検討することが必要であり、

今後の社会実験を通じて、持続可能な事業モデルについ

て検討を行っていく（図 10）。
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㸲㸬 ᮇᚅࡿࢀࡉຠᯝ 

ᮏシステムのᑟධにより期待されるຠᯝについて⾲ 3 に♧す。今後社会実験を通じて、

さࡽにຠᯝ検ドとᨵၿ検討を行っていく。 
ऀ ⌧≧バスロケを持っていないバス事業者も、పࢥスࢺでཧຍが可能 
ऀ バス事業者はඹྠ運行౽を運行する௚社の㌴୧をྵࡵて運行⟶⌮が可能 
ऀ ฼用者はバス事業者に౫ࡎࡽ඲ての౽を୍ᣓしてཧ↷可能㸦スࢿ࢖ࢧ࣭࣐࣍ーࢪ㸧 
 ᱌ෆࠖのᥦ౪が可能╔฿ࠕⓎ㌴᱌ෆࠖが୰ᚰのターミナルにおいてࠕ≦⌧ ऀ
ऀ ᪤Ꮡバスロケとの㐃ᦠによりࣛス࣡ࢺン࢖࣐ル㸦㧗㏿㐨㸩୍⯡㐨㸧のᑐᛂが可能 
ऀ ฼用者はバス事業者の⣔⤫に౫ࡎࡽ඲ての౽を୍ᣓして᝟ሗがᢕᥱ可能 
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スロケーションシステムを実⌧でࡁる。ࡓࡲ、バス㊰⥺の㉳⤊Ⅼとなる SA࣭PA ➼に฿

ࣅーࢧ฼用をಁ進する➼の࠼を設⨨することで、㧗㏿バスのຠ⋡ⓗな஌᥮ࢪーࢿ࢖ࢧ╔

ス展開も⪃ࡽ࠼れる。 
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以 上 

図 10　継続可能な事業モデルの検討例
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